
北山城跡 第２次 （Ｎｏ，１８）
位置情報ＵＲＬ：http://www.gis.pref mie.lg.jp/mmm/index.html?z=64&ll=35.04694907407407,136.58115536723164

○北山城跡の遺物を紹介します。

今回は北山城跡から出土した遺物にスポットをあてていきます。

①高坏２種：弥生時代後期（約 1800 年前）・古墳時代前期（約 1700 年前）

この二つの遺物はどちらも「高坏」とよばれ
たかつき

る土器の「坏」の部分で、本来はこの下に

「脚」とよばれる足がついています。
きゃく

このふたつは同じ高坏でありながら形状が

異なります。それぞれの特徴からおおよその年

代を推測していきます。上のものはその特徴か

ら弥生時代後期、下はやや新しく古墳時代前期

のものと考えられます。

←高坏全体の参考図です。

「弥生式土器集成」

（小林行雄・杉原荘介編

東京堂出版 平成元年） より。

②壷と器台：弥生時代後期（約 1800 年前）
き だ い

写真左の壷は竪穴住居の貯蔵穴の中から見

つかったもので、おそらく頸がついていたので
くび

はないかと思われます。

「器台」は上に壷などを載せるために使用し
き だ い

ます。

これは台付壷です。 口縁部に丸い飾りが付

いているほか、胴体にも細かい線の文様（輪っ

か状の浮文）が描かれています。遺物を丁寧に

観察すると製作時につけた文様や指でなでた

跡など当時の人々の息づかいを感じることが

できます。
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